
 
 

 

HIV(ヒト免疫不全ウイルス)は，エイズ（後天性免疫不全症候群）を引き起こすウ

イルスです。HIV によって体の免疫機能が落ちるために引き起こされる特定の疾病

や症状の総称をエイズといいます。 

 

  HIV は，精液，膣分泌液，母乳，血液の 4 つが感染源であることがわかっていま

す。これらの体液を通じて，HIV が体内に入ると HIV に感染します。 

  性行為，注射器の共用，母子感染(妊娠，出産，授乳)等 

  予防のためコンドームを使用しましょう  

 

   軽いキス，握手   トイレの共用   食器やお箸の共用 

     咳，汗，涙      お風呂，シャワー 

念のため血液のつきやすい日用品は共用しない。（歯ブラシ，カミソリ，ピアス等） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  HIV を体内から完全になくす方法はまだありません。しかし，新薬の登場によっ

て，HIV の増殖を防ぎ，HIV 感染症の進行を抑えることができるようになりました。 

 

  県内の保健所,病院等で受けられます。事前にお問い合わせください。 

   (日本語の話せる人がいるとスムーズです。) 

  検査は，感染の可能性のある日から１２週間経過してから受けましょう！ 

   

 

 

 

 シェア＝国際保健協力市民の会 050-3424-0195  英語（月・水・金）10:00～17:00 

 CHARM                  06-6354-5901   
英語   （火・木） 16:00～20:00  スペイン語・ポルトガル語（火）16:00～20:00 

タイ語  （水）   16:00～20:00  フィリピン語            （木）16:00～20:00 
電話による医療機関情報提供 

 AMDA 国際医療情報センター   03-5285-8088          （※祝日を除く） 
英語・韓国語・タイ語・中国語・スペイン語（毎日）           9:00～20:00 

ポルトガル語              （月・水・金）※       9:00～17:00 

フィリピン語 （水）※ 13:00～17:00   ベトナム語 （木）※ 13:00～17:00 

 
エイズ 

 
エイズはどんな病気？ 

エイズの感染経路と予防 

 

こんなことでは感染しません 

 

HIV 感染症の症状 

エイズ相談（外国語による相談） 

エイズの治療 

エイズ検査 

広島県感染症・疾病管理センター 

感染の可能性 

のある日 血液中に HIV 抗体が作られるまで数か月 

12 週間後 HIV

検査で正確に

判定可能 

 HIV 感染症の経過 

感染 

急性感染期 
感染後１~2 か月以内

に，風邪に似た症状が

でることがあります。 

無症候期 
無症状ですが，HIV により

免疫が少しずつ下がって

いきます。 

(平均で約 10 年) 

エイズ 
免疫力の低下に伴い，普段な

らなんでもない弱い細菌やカ

ビなどに感染(日和見感染症)

したり，悪性腫瘍ができたり

します。 


